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社団法人　電子情報技術産業協会 インダストリ･システム部行き
JEITA組込み系開発スピードアップ・ワークショップ2008（8月２７日開催）
参 加 申 込 書
1. 参加される方の情報をご記入願います
住　　　所:　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

会　社　名:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

所属・役職:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏　　　名:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電　　　話:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

eメ ー ル:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

※今回ご記入いただいた住所などの個人情報は、JEITAの個人情報保護方針

(http://www.jeita.or.jp/japanese/privacy/)に従って、厳重に管理し、同保護
方針に記載しています利用目的の範囲内に限定して使用させていただきます。

2. 調査報告書の購入のお申し込み：※お申し込みされる方のみご記入ください

　　調査報告書についてはパンフレットをご参照ください。または以下をご覧ください。

　　http://www.jeita.or.jp/japanese/public/list/detail.asp?id=299&cateid=6
(1) 購入される部数：※かっこ内に部数をご記入ください
　　  平成19年度 ソフトウェアに関する調査報告書Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ（3冊セット）［　　　部］
　　　  　Ⅰ ソフトウェア技術者の育成に関する調査報告書と提言

　　　  　Ⅱ 組込み系ソフトウェア開発の課題分析と提言

　　　  　Ⅲ ソフトウェアリソースの最適活用に関する調査報告書

(2) 請求書の請求先をご記入ください

請　求　先:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

(3) 調査報告書、請求書のお渡しについて：

お申し込みになられた調査報告書は当日お渡しいたします。

なお、請求書につきましては、８月２２日までにお申し込み頂いた方には、当日お渡し

致します。８月２３日以降のお申し込みにつきましては、後日発送となります。

３. 事前アンケートについて
ワークショップに参加される方に事前アンケートへの回答をお願いしています。
詳しくは、次ページ以降をご覧ください。
JEITA組込み系開発スピードアップ・ワークショップ2008

事前アンケート
今回のワークショップ2008では、“全員参加型100人ワークショップ”と題して、組込み系ソフトウェア開発をスピードアップ！

～スピードアップを阻害する原因、スピードアップを促進する施策～
というテーマについて、参加者全員の方に自由にご意見やご質問をしていただくという新しい試みのセッションを最後に予定しています。つきましては、このセッションを参加いただく方にとって有意義で面白いものにするために、以下の事前アンケートにご協力をお願いいたします。

※当日のセションで事前アンケートの結果を使用させていただきますが、

回答者は特定できないように十分配慮いたしますので、ご安心願います。

--------------------------------------------------------------------------------------

開発のスピードアップを実現するには、スピードアップを阻害している原因（負の要因）を排除する取組みを行うとともに、スピードアップを促進する施策（正の要因）に取組んでいく必要があります。そして、それらの要因には、開発のプロセスそのものに関するもの、レビューや会議のような支援的なプロセスに関するもの、戦略・人材・プロジェクトマネージメントといった組織に関するものなど、様々な切り口があります。

例えば、スピードアップを阻害している原因（負の要因）の一例としては、以下のようなものが考えられます。

	(1) 機能中心の設計となっていて、再利用性のような非機能要件が設計時に考慮されない
ため、1回目の開発は何とかできるが、機種展開の効率が悪く、息切れしてしまっている。
《抜け・漏れ(手戻り)》

	(2) エンジニアのプライドに掛けて、企画部門やユーザ部門からの機能要求や性能要求の
すべてを受け入れる設計や実装を行っている。 《過剰》

	(3) そもそも事前に課題を詰めるという設計の文化がない。構造やインタフェースが
コーディングの過程で決まってくるため、製品毎の個別のソフトウェア構造となっている。
《過剰(無駄な繰り返し)》

	(4) ドキュメントを作成する文化がない、ガイドラインがなく決まったフォーマットや手順がない
などのために、意思疎通が悪く、機能の抜け漏れ、不良作り込み、作業の手戻りが発生している。 《抜け・漏れ(手戻り)》

	(5) 会議スコープが曖昧なため、どのくらいの頻度でどのくらいの深さで報告するのか曖昧と
なり、過剰報告・過剰管理につながっている。 《過剰(無駄な繰り返し)》

	(6) プロジェクトの初期段階でリスクが特定できず、リスクが発生してから対応することになり、手戻りが発生している。《抜け・漏れ(手戻り)》

	(7) 外部委託開発において、委託当初の信頼関係構築が不足しており、社内以上に過剰管理し、不要な項目の報告・管理工数が増えている。 《過剰(無駄なく繰り返し)》


また、スピードアップを促進する施策（正の要因）の一例としては、以下のようなものが考えられます。

	(8) 漏れやすい非機能要件をリストし、留意点などをガイドラインとしてまとめノウハウを
蓄積し、要求分析や設計の抜け・漏れを防ぎ、開発の手戻りを防ぐ。

	(9) テストでの繰り返しパターンは自動化し、抜けを防ぐと共に効率化する。



	(10) システム全体を把握するアーキテクトの育成、変更しやすい設計や共通化を狙った設計

の実施。



	(11)  文書化の目的や対象物をきちんと定義し、予めルール化する。テンプレートを準備することにより効率化を図る。

	(12)  レビュー/会議の目的に合わせ、進め方、レビューア/参加者、時間を決める。



	(13)  市場の変化を素早く察知して戦略に反映する仕組み・プロセスは、手戻り量を最低限にする。


それでは、上記の例のような書き方を参考にして、簡単で結構ですので、以下の質問にご回答をご記入お願いします。

問１：開発スピードアップを阻害する原因として最も重要とお考えのものを３つ記入願います。

　　　なお、例示で挙げた項目と一致するものがあれば、その番号をそのまま書いてもらっても結構です。

	１
	

	２
	

	３
	


問2：開発スピードアップを促進する施策として最も重要と思うものを３つ記入願います。

　　　なお、例示で挙げた項目と一致するものがあれば、その番号をそのまま書いてもらっても結構です。

	１
	

	２
	

	３
	


問3：開発スピードアップという観点で重要な課題と考えておられることがあれば、

ご自由にご記入願います。

	


ご協力ありがとうございました。
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